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第第
８８
回回  

中中
国国
地地
方方
定定
期期
大大
会会
開開
催催  

今後の予定 

★９月２１日(土)１０時～１７時 

 県労連定期大会 

(西区生協けんこうプラザ) 

 

★９月２１日(土)１４時～ 

 県労協定期総会 

(中区地域福祉センター５F) 

 

★９月２９日(日)午前(仮)～ 

 第２回地本執行委員会(調整中) 

 

★９月２９日(日)午後(仮)～ 

 第１回支部長会議(調整中) 

 

2019年度 中国地方本部役員 

役職 氏名 所属支部 

委員長 小野 康邦 広島 

副委員長 三嶋 研二 広島東 

書記長 久藤 勝宏 広島中央 

執行委員 永瀬 智之 〃 

〃 原田 修司 〃 

〃 岡崎 徹 〃 

〃 尾崎 幸雄 広島東 

〃 小田 睦子 〃 

〃 古川 茂 呉 

会計監査 早稲田 章浩 広島 

〃 松村 光浩 広島東 

 

 

 

９
月
１
日(

日)

広
島
市
東

区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
、
第
８
回
中
国
地
方
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
県
労
連
神
部
議
長
と
ス
ク

ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
土
屋
委
員
長

が
大
変
お
忙
し
い
中
、
来
賓

と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
郵
政
倉
敷
労

働
組
合
及
び
全
国
検
数
労
働

組
合
中
四
国
支
部
よ
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
賜
り
ま
し
た
。
紙

面
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

活
動
報
告
及
び
財
政
報

告
・
会
計
監
査
報
告
、
第
１

号
～
第
４
号
議
案
の
提
案
が

あ
り
、
活
発
な
議
論
に
よ
り

全
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
役
員
の
選
挙
を

行
い
、
下
記
の
よ
う
に
新
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
か
ん
ぽ
生
命
保
険
の
不
適

切
営
業
問
題
に
よ
り
、
郵
政

グ
ル
ー
プ
全
体
に
世
論
が
注

目
し
て
い
ま
す
。
会
社
の
間

違
い
を
指
摘
・
軌
道
修
正
す

る
労
働
組
合
は
、
私
た
ち
郵

政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
の

責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
新
年

度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 
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強制配転に関する要求書 
 

 

 

 9月 6日に会社は広島中央郵便局の再雇用社員に対し広島郵便

局への異動の内命が出されました。その中には希望していない

社員もいたにもかかわらず、会社は本人と対話等を一切行うこ

となく一方的に行いました。 

 今回の異動は広島東郵便局の機能移管に関わる施策の一環

で、取り集め作業を広島郵便局に移管されることが主たる要因

であり、広島東郵便局の社員でも今回広島郵便局を希望しなが

ら叶わなかった社員がいる一方で行われる異動です。 

 しかも異動対象となった社員は再雇用社員で 60 歳を過ぎて

新たな職場で業務を行う事となり。新しい職場で新しい業務を

覚えていくということは当該社員への負担は計り知れないもの

があります。この間培ってきた経験等も活かしきれない状況が

生まれる事は会社から見ても大きな損失となると考えます。そ

して、今回の異動対象者が再雇用社員であることを考えると、

再雇用社員の首切りともとれます。 

これまでも職場を変わることにより精神的負担からか精神疾

患等で苦しんできた社員も多くいます。人事異動は十分にそし

て丁寧な対話を行い本人同意があって初めて本人と会社双方に

良い結果をもたらすこととなります。 

よって以下 2 点を要求します。 

 

 

１、本人希望のない内命を撤回すること。 

２、異動については本人と対話を十分に行い対応すること。 
 

 


